
 

令和 6年度放課後児童クラブ事業報告書 

 

◆事業の概要 

  

令和 6年度 利用児童登録 55名  利用定員 概ね 45 名 

同法人くるみの森愛児園の「子どもの心に喜びの種を」の教育・保育理念、「子ども一人ひとりが温か

く、優しく守られ、愛されていると感じられる教育・保育を目指します」の教育・保育方針と同じく、職

員自身の気付きによって日々の保育現場が向上していくことを目指しています。 

 

 開所時間等については、運営指針に基づき、学校の授業の休業日は１日につき８時間以上、それ以外

の日は１日につき３時間以上、開所日については、１年につき 250日以上を原則として、保護者の就労

時間、学校の授業の終了時刻その他の地域の実情等を考慮して設定する。また、新１年生については、こ

ども園との連続性を考慮し、４月１日より受け入れとする。  

 

 

【運営指針より：厚生労働省】 

 

○ 「子どもの健全な育成と遊び及び生活の支援」を「育成支援」と定義し、その基本的な考え方とし

て、子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境を整え、安全面に配慮しながら子どもが

自ら危険を回避できるようにしていくとともに、子どもの発達段階に応じた主体的な遊び や生活が可

能となるように、自主性、社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等により、子どもの健全

な育成を図る。  

 

○ 放課後児童クラブには、年齢や発達の状況が異なる子どもを同時にかつ継続的に育成支援を行う必

要があること、安全面での管理が必要で あること等から、支援の単位ごとに２人以上の放課後児童支

援員等を置くこととし、その勤務時間については、子どもの受入れ準備や打合せ、育成支援の記録作成

等、開所時間の前後に必要となる時間を前提として設定されることが求められる。 

※当クラブでは、今年度、非正規雇用職員 1名を上記配置とした 

※令和 6年度、放課後児童支援員の資格受講 2名 

 

 ○ 子ども集団の規模（支援の単位）は、子どもが相互に関係性を構築したり、１つの集団としてまと

まりをもって共に生活したり、放課後児童支援員等が個々の子どもと信頼関係を築いたりできる規模と

して、おおむね 40人以下とする。  

※当クラブでは 45人の受け入れとなっている  

 

○ 開所時間については、学校の授業の休業日は１日につき８時間以上、それ以外の日は１日につき３

時間以上、開所日については、１年につき 250日以上を原則として、保護者の就労時間、学校の授業の



終了時刻その他の地域の実情等を考慮して、当該放課後児童クラブごとに設定 するが、新１年生につ

いては、保育所との連続性を考慮し、４月１日より受け入れを可能にする必要がある。  

※当クラブでは、例年、4月 1日より受け入れを行っている 

 

2学期後半から学校でインフルエンザが急増し、職員にも発症がみられる状況が続いた。園からのサポ

ートも継続しながら、職員間で「今、何ができるか」を考え、子どもたちの心の豊かさを保てるよう次

の 3つを心掛ける取り組みを続けてきました。 

 

＊関わりの充実 

＊環境の充実 

＊教材の充実 

 

また、毎日の利用や行事において、児童企画によるイベントや親子行事を実施し、戸外で楽しめる活

動や児童が工夫をして作れたり、その後に遊びを展開できたりする制作などに取り組み、保護者の皆様

にも見ていただけるよう掲示板に写真やコメントを掲示しました。 

利用状況については、記録を毎日残し、健康カードを継続して、子どもたちの体調面は保護者への細や

かな説明を心掛けました。 

 

利用児童については、学校で支援が必要な生徒も在籍の状況にあり、個別に対応が必要な児童が多数

いるため、学校担任との情報共有や、放課後児童クラブ職員でのミーティング（職員間での申し送り事

項については情報共有し子どもの様子を把握）、環境改善（クールダウンできる場所を作るなど）にも

取り組んだが、トラブルが頻繫におこることが多く、勤務人数を増やしたり、玖珠町役場担当課に相談

し様子を見てもらったり、職員間で共有したトラブルの内容を報告するなどして現状の困りについて相

談するが、解決には至っていない。 

それも含め、町内にある放課後児童クラブ 3施設と役場担当課での会議を継続し、引き続き、人員不足

に対する自治体での取り組みや補助金増額、利用料金の値上げを提案する。 

今年度より、おやつは実費徴収へ変更。町の広報で玖珠町放課後児童クラブの求人を掲載していただい

たが応募はなし。 

新たな取り組みとして、玖珠町主催による３施設合同の入所説明会と別府市の放課後児童クラブへの

視察を行った。 

 

令和 6年度延べ利用人数見込は 9014人。令 5年度延べ利用人数 8084人より 930人増となっている。 

 

 

 

 

 

 



 

◆事業の詳細 

（１）児童利用回数 

 

 

（２）主な行事 

  4月：  お迎え式、お楽しみ会 

  5月： 

  6月： 親子教室 傘制作 

  7月：  

  8月： ①暑中見舞い作り 

②水遊び 

③お店屋さん＆ポップコーン 

④かき氷 

⑤お楽しみ会 

⑥防災教育 

9月： 

 10月：  

 11月： 親子ミニ運動会 

 12月： お楽しみ会 

  1月： コマ作り、羽子板遊び 

  2月： 玖珠町主催 3施設合同入所説明会 

  3月： お別れ会 

 

☆毎月のお誕生表作り 

☆防災・避難訓練 

地 震 訓練  

風水害訓練  

不審者訓練  

＊平日延べ利用回数 

 4月 5月 6月 7月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 計 

1年生 409 429 402 403 303 370 375 385 333 337 351 351 4448 

2年生 200 220 191 182 129 184 187 181 184 163 176 176 2173 

3年生 176 174 174 191 132 185 210 197 186 163 182 182 2152 

4年生 6 1 4 2 31 1 1 20 23 23 23 23 158 

5年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

6年生 7 0 4 10 28 11 7 13 0 1 1 1 83 

計 798 824 775 788 623 751 780 796 726 687 733 733 9014 


